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Abstract 

 

東・東南アジア地域に分布する大規模火砕流堆積物の分布を GIS データとして取りまと

めた．ここでは，トバ 7.4 万年前噴火，白頭山 946 年噴火，タンボラ 1815 年噴火，リンジ

ャニ・サマラス 1257 年噴火，阿蘇 4 噴火，阿蘇 3 噴火，姶良-入戸噴火，鬼界-幸屋噴火，

鬼界-長瀬噴火，阿多噴火，洞爺噴火，支笏 4.6 万年前噴火，屈斜路 I 噴火，屈斜路 IV 噴

火，クラカタウ 1883 年噴火，バツール 2万年前噴火，バツール 2.9 万年前噴火，ラバウル

7世紀噴火，ウィトリ-キンベ 2噴火，ピナツボ 1991 年噴火，ウルルン-隠岐噴火，摩周 7.5 

ka 噴火，濁川 1.5 万年前噴火，十和田-八戸噴火による 24 の火砕流堆積物について取りま

とめている． 

 

The distribution of large-scale ignimbrites in East and Southeast Asia are compiled and GIS data 
are provided. Ignimbrites data are obtained from 24 volcanic caldera-forming eruptions in the region 
such as Toba 74 ka eruption, Changbaishan 946AD eruption, Tambora 1815AD eruption, Rinjani-
Samalas 1257AD eruption, Aso-4 eruption, Aso-3 eruption, Aira-Ito eruption, Kikai-Koya eruption, 
Kikai-Nagase eruption, Ata eruption, Toya eruption, Shikotsu 4.6 ka eruption, Kutcharo I eruption, 
Kutcharo IV eruption, Krakatau 1883AD eruption, Batur 20 ka eruption, Batur 29 ka eruption, Rabaul 
7c eruption, Witori-Kimbe2 eruption, Pinatubo 1991AD eruption, Ulleung-Oki eruption, Mashu 7.5 
ka eruption, Nigorikawa 14.3 ka eruption and Towada-Hachinohe eruption.        
 
 

1． はじめに 

 

カルデラ形成を伴う巨大・大規模噴火では，数〜100 km3 以上の火砕物が一気に地表に噴出し，

火砕流となって広範囲に周辺地域を流走し，噴出源から数 10〜100 km 以上離れた地域に影響を

与えることが多い．こうした巨大・大規模噴火の影響範囲は，今後のカルデラ噴火の影響範囲を予

測する上でも重要である．産総研地質調査総合センターでは，2016 年に東・東南アジア地域の大
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規模な地震，火山噴火による分布域などを取りまとめ，1000 万分の 1 東アジア地域地震火山災害

情報図として出版した (Takarada et al., 2016). その中では，VEI (火山爆発指数; Newhall and Self, 

1982) 6 以上 (10 km3 以上) の主要な 12 の大規模火砕流堆積物分布の概略を示した．本研究資

料集では，東・東南アジア地域において，スミソニアンの Volcanoes of the world 第 3 版 (Siebert 

et al., 2010) に示されている完新世及び更新世の巨大・大規模火山噴火の内，123 ka 以降の

VEI7 以上の噴火，及び 15.5 ka 以降の VEI6 の噴火で発生した 24 の火砕流堆積物を取り上げた 

(表 1)．ここでは，トバ 7.4 万年前噴火，白頭山 946 年噴火，タンボラ 1815 年噴火，リンジャ

ニ・サマラス 1257 年噴火，阿蘇 4噴火，阿蘇 3噴火，姶良-入戸噴火，鬼界-幸屋噴火，鬼

界-長瀬噴火，阿多噴火，洞爺噴火，支笏 4.6 万年前噴火，屈斜路 I噴火，屈斜路 IV 噴火，

クラカタウ 1883 年噴火，バツール 2万年噴火，バツール 2.9 万年前噴火，ラバウル 7世紀

噴火，ウィトリ-キンベ 2 噴火，ピナツボ 1991 年噴火，ウルルン-隠岐噴火，摩周 7.5 ka

噴火，濁川 14.6 ka 噴火，十和田-八戸噴火による火砕流堆積物について，分布域の GIS デー

タの作成を行った．ただし，123 ka 以降の VEI7 及び 15.5 ka 以降の VEI6 の噴火による火砕流堆

積物には，タール 27 ka 及び 5.4 ka 噴火 (Torres et al., 1995)，ピナツボ 81 ka 噴火 (Ku et al., 

2008), ロングアイランド 1660 年噴火 (Blong et al., 2017)，ダカタウア 7 世紀噴火 (McKee et al., 

2011; Machida et al., 1996)，ビリーミッチェル 1580 年噴火 (Wadge et al., 2018)，ウィトリ-キンベ 1，

ウィトリ-ガリロ噴火 (Machida et al., 1996; McKee et al., 2011)， 屈斜路 II/III 噴火 (90 ka; 勝井・

佐藤, 1963; Hasegawa et al., 2016)，萌消 11 ka 噴火 による堆積物が含まれるが，これらの分布

の詳細は文献等では不明であったため，ここでは示していない．一方，Volcanoes of the world 第 3

版には含まれていないが，その後の研究により噴火や火砕流堆積物の分布の詳細が明らかとなっ

た，リンジャニ-サマラス 1257 年噴火 (Vidal et al., 2015, 2016; Lavigne et al., 2013) を，ここでは 
 

表 1. 123 ka 以降の VEI7 以上の噴火，及び 15.5ka 以降の VEI6 の噴火のリスト (Siebert et al., 2010 に基づく). 

○: 本研究資料集で取り上げた噴火，●: 分布の詳細が文献では不明であったため取り上げなかった噴火．VEI

は最新知見に基づき修正されている． 

Table 1. List of VEI8 and VEI7 eruptions after 123 ka and VEI6 eruptions after 15.5 ka (after Siebert et al., 2010). 

Open circle: described in this open-file report, Closed circle: not described in this report because detailed 

distribution references were not available. VEI is updated based on the latest information.   
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新たに追加している．東南アジア地域の大規模火砕流堆積物は，詳細な分布の調査があまり進ん

でいないのが現状である．大規模火砕流の影響範囲の評価等に利用して頂ければ幸いである．

各火山の位置を，図 1, 2 に示す．なお，本データは，2019 年 7 月下旬より， G-EVER アジア太

平洋地域地震火山ハザード情報システム（http://ccop-geoinfo.org/G-EVER/）上で閲覧・ダウン

ロードが可能になる予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1. 火砕流堆積物分布域を示した各火山の位置図 (日本周辺地域)．赤いラインはカルデラ縁の概形を示す（以

下同様）．火砕流堆積物の分布域を薄桃色〜橙色系統の色で示している （以下同様）．地形図は ESRI 社の

ArcGIS ソフトのベースマップを利用． 

Fig. 1. Distribution of volcanoes in this report (Japan and surroundings area). Red line indicates the location of 

caldera rim. The distributions of ignimbrites are shown in light-pink and light-orange colored area (same on the 

following figures). Base map provided by the ESRI ArcGIS software is used.   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 2. 火砕流堆積物の分布域を示した各火山の位置図 (フィリピン，インドネシア，パプアニューギニア周辺地域)． 

地形図は ArcGIS のベースマップを利用． 

Fig. 2. Distribution of volcanoes in this report (Indonesia, Philippines and Papua New Guinea area). Base map 

provided by the ArcGIS software is used. 
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2． 手法 

 

東・東南アジア地域の 123 ka 以降の VEI7 以上の噴火，及び 15.5 ka 以降の VEI6 の噴火で発

生した 24 の火砕流堆積物について，文献調査を行い，分布域を GIS データとしてとりまとめた．基

本的には文献や地質図に掲載されている火砕流の分布域をトレースしている．しかし，複数の分

布データが存在する場合等については，一部編集の上，分布域を示している．分布図の解像度は，

文献や地質図の解像度によるため，多くの場合，1000 万分の 1〜20 万分の 1 程度の精度である．

引用した文献では，基本的には層厚数 m 以上の比較的厚い火砕流堆積物の分布が示されてお

り，より遠方や高所などに分布する比較的薄い火砕流堆積物は表現されていないので，注意が必

要である． 

年代値は，文献情報に基づき，可能な限り最新の値とその根拠を示した．複数の年代値がある

場合は，それらのいくつかを示し，妥当な代表値を示した．歴史時代の噴火は西暦で，それ以外

噴火は ka で示した．暦年較正による年代値が文献で示されている場合は，”cal ka”等で表記した．

また，歴史時代の噴火で，具体的な噴火年が特定されていない場合は，範囲を示した．体積は，

見かけの体積 (km3) を示した． 

 

 

3． 火砕流堆積物の概要 

 

3-1. トバ 7.4 万年前噴火 (VEI=8) 

インドネシアスマトラ島のトバカルデラでは，約 7.4 万年前に，Youngest Toba Tuff (YTT) 火砕

流が発生 （Knight et al., 1986; Acharyya and Basu, 1993） し，カルデラ周辺では，広く火砕流堆

積物が分布している （図 3; Aldiss et al., 1983; Clark et al., 1982; Cameron et al., 1981, 1982; 

Aspden et al., 1982）. 火砕流に伴う降下テフラは北西方向に広がり，スマトラ島北西部，ベンガル

湾，インド洋北部，インド大陸周辺部に広く分布している （Acharyya and Basu, 1993; Ninkovich et 

al., 1978）．総噴出量は，2,800 km3 (VEI=8)と見積もられている（Rose and Chesner, 1987; Chesner 

and Rose, 1991）．噴火年代としては，73.7±0.3 ka (Mark et al., 2017)，73.88±0.32 ka (Storey et 

al., 2012) の 40Ar/39Ar 年代値が得られており，約 7.4ka と考えられる．ここでは，インドネシアの 25

万分の１地質図 （Aldiss et al., 1983; Clark et al., 1982; Cameron et al., 1981, 1982; Aspden et 

al., 1982） に基づいて，分布の概略を編集の上示している．ただし，25 万分の１地質図のスケー

ルでは，下位の Middle Toba Tuff (MTT; 0.50Ma; 約 60 km3; Chesner and Rose, 1991) や Oldest 

Toba Tuff (OTT; 0.84 Ma; 約 500km3; Knight et al., 1986; Chesner and Rose, 1991) が区分され

ていないことに注意が必要である． 

 

3-2 白頭山 946 年噴火 (VEI=7) 

中国，北朝鮮国境の白頭山 （Changbaishan, Baitoushan, Baegdu, Taichi） 火山では，西暦 946

年の噴火で，火砕流が発生し，火山体周辺に火砕流堆積物が分布している （図 4; Machida et al.，

1990; Horn and Schminke, 2000; Wei et al., 2013; 宮本ほか, 2004）．この噴火による降下テフラ

は，白頭山-苫小牧テフラ （B-Tm） として，東方に分布しており，北日本地域のよい鍵層となって

いる (Machida et al., 1990; 町田・新井, 2003)．噴火年代については，多くの検討がされてきた 

（例えば，早川・小山，1998, Yatsuzuka et al., 2010） が，近年では 14C スパイク年代決定法や埋

没樹木を用いた 14C ウイグルマッチングにより，西暦 946 年の噴火であるとされている 

（Oppenheimer et al., 2017; 奥野ほか, 2018）． 噴出量は，降下テフラが 63-100 km3（Horn and 

Schminke, 2000），火砕流堆積物が 20 km3 以上 (宮本ほか, 2004) と見積もられており，100 km3 

以上 (VEI=7; Wei et al., 2013） と考えられる．火砕流堆積物の分布図は，宮本ほか (2004), 
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Machida et al. (1990), Horn and Schminke (2000), Wei et al. (2013) の分布域を参考に，編集の上

示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3. トバ 7.4 万年前噴火の火砕流堆積物の分布 (Aldiss et al., 1983; Clark et al., 1982; Cameron et al., 1981, 

1982; Aspden et al., 1982). 地形図は ArcGIS のベースマップを利用． 

Fig. 3. Distribution of ignimbrite derived from the 74ka Toba eruption (Aldiss et al., 1983; Clark et al., 1982; 

Cameron et al., 1981, 1982; Aspden et al., 1982). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4． 白頭山 946 年噴火の火砕流堆積物の分布 (宮本ほか, 2004; Machida et al., 1990; Horn and Schminke, 

2000; Wei et al., 2013). 地形図は ArcGIS のベースマップを利用． 

Fig. 4. Distribution of ignimbrite derived from the Changbaishan 946AD eruption (Miyamoto et al., 2004; Machida 

et al., 1990; Horn and Schminke, 2000; Wei et al., 2013). Base map provided by the ArcGIS software is used. 
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3-3.  タンボラ 1815 年噴火 (VEI=7) 

インドネシアスンバワ島のタンボラカルデラでは，西暦 1815 年の噴火で火砕流が発生し，山体

周辺に広く火砕流堆積物が分布している （図 5; Self et al., 1984; Sigurdsson and Carey, 1989）．

噴火に伴う降下テフラは，西方，北方，東方に広く分布している（Self et al., 1984; Sigurdsson and 

Carey, 1989）. この噴火では，火砕流により約 1,1000 人，関連死により約 49,000 人，合計約

60,000 人が犠牲となっている （Takarada et al., 2016; Siebert et al., 2010）. この噴火の噴出量は

約 110 km3 と見積もられている （VEI=7; Self et al., 2004）．最近では，降灰分布の見直しにより，

41±4 km3 (DRE) という見積りも出てきている （Kandlauer and Sparks, 2014）. 火砕流堆積物の

分布図は，Sigurdsson and Carey (1989) と Self et al. (1984) の分布を参考に，編集の上陸域の分

布を示している． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

図 5． タンボラ 1815 年噴火の火砕流堆積物の分布 (Sigurdsson and Carey, 1989; Self et al., 1984). 地形図は

ArcGIS のベースマップを利用． 

Fig. 5. Distribution of ignimbrite derived from the Tambora 1815AD eruption (Sigurdsson and Carey, 1989; Self et 

al., 1984). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

 

3-4. リンジャニ・サマラス 1257 年噴火 (VEI=7) 

インドネシアロンボク島のリンジャニ・サマラス火山では，西暦 1257 年の噴火で火砕流が発生し，

山体の北部，南東部，南西部方向に火砕流堆積物が広く分布している (図 6; Vidal et al., 2015, 

2016; Lavigne et al., 2013). この噴火に伴う降下テフラは，西方に広く分布している （Vidal et al., 

2015, 2016; Lavigne et al., 2013; Métrich et al., 2017; Hiden et al., 2017; Mutaquin et al., 2019）. 

この噴火の噴出量は，約 100 km3 (40 km3 DRE) 以上と見積もられている （VEI=7; Lavigne et al., 

2013; Vidal et al., 2015）．火砕流堆積物の層厚は平均 18-23 m 程度であり，陸上部分の体積は，

約 29 km3 と見積もられている (Vidal et al., 2015)．しかし，海域の火砕流堆積物の体積は不明で

ある．この噴火では，降下テフラにより，世界的な異常気象を引き起こしており (Stoffel et al., 2015; 

Guillet et al., 2017)，アイスコアの対比や 14C 年代値により噴火年代は，西暦 1257 年とされている 

(Oppenheimer, 2003; Lavigne et al., 2013). 火砕流堆積物の分布は，Vidal et al. (2015), Lavigne 

et al. (2013) を参照し，編集の上作成している． 
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図 6． リンジャニ・サマラス 1257 年噴火の火砕流堆積物の分布 (Vidal et al., 2015; Lavigne et al., 2013). 地形図

は ArcGIS のベースマップを利用． 

Fig. 6. Distribution of ignimbrite derived from the Rinjani-Samalas 1257AD eruption (Vidal et al., 2015; Lavigne et 

al., 2013). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

3-5. 阿蘇 4 噴火 (VEI=7) 

九州北部の阿蘇カルデラでは，約 89 ka に阿蘇 4 (Aso-4) 火砕流が発生し，最大で給源から

160km 以上の距離まで火砕流が到達し，九州北部と山口西部地域に渡り，広く火砕流堆積物が

分布している （図 7; 小野ほか，1977; 小野・渡辺, 1985； 町田・新井, 2003; 宝田・星住, 2016）．

噴火に伴う降下テフラは，広く日本や周辺海域に分布しており，日本全域の鍵層となっている （町

田ほか, 1985; Aoki, 2008; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で 600 km3 以上と見積

もられている （VEI=7; 町田・新井, 2003）．最近では，火砕流堆積物の分布・層厚のより詳細な復

元により，火砕流堆積物だけで，530〜270 km3 (溶岩換算値 DRE; 宝田ほか, 2017) という推定値

が得られている．したがって，降下テフラを加えると VEI=8 に達する可能性がある．噴出年代は，89

±7 ka (K-Ar 年代; 松本ほか, 1991; 松本, 1996) や 85〜90 ka の推定値 （町田・新井, 2003）が

示されており，ここでは約 89 ka としておく．阿蘇 4 火砕流堆積物の分布図は，20 万分の 1 地質図

幅「熊本」 （星住ほか, 2004），「大分（第 2 版）」 （星住ほか, 2015），「中津」 （石塚ほか, 2009）， 

「福岡」 （久保ほか, 1993），「山口及び見島」（松浦ほか，2007），「八代」 (斎藤ほか，2010)，

「延岡」 （寺岡ほか，1981) を参照し，編集の上作成している． 

 

3-6. 阿蘇 3 噴火 (VEI=7) 

九州北部の阿蘇カルデラでは，約 123 ka に阿蘇 3 (Aso-3) 火砕流が発生し，九州北部地域に

広く火砕流堆積物が分布している （図 8; 小野ほか，1977; 小野・渡辺, 1985； 町田・新井, 2003）．

噴火に伴う降下テフラは，西日本や中部地域に分布している （町田・新井, 1994; Machida, 1999; 

町田・新井, 2003）.  この噴火の噴出量は，全体で 150 km3 以上と見積もられている （VEI=7; 町

田・新井, 2003）．噴出年代は，123±6 ka (K-Ar 年代; 松本ほか, 1991; 松本, 1996)や 120 ka 前

後の推定値 （町田・新井, 2003）が示されており，ここでは，松本ほか (1991)に従い，約 123 ka と

しておく．阿蘇 3 火砕流堆積物の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「熊本」 （星住ほか, 2004），

「大分（第 2 版）」 （星住ほか, 2015），「中津」 （石塚ほか, 2009），「八代」 (斎藤ほか，2010)，「延

岡」 （寺岡ほか，1981) を参照し，編集の上作成している． 
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図 7． 阿蘇 4 噴火の火砕流堆積物の分布 (星住ほか, 2004, 2015; 石塚ほか, 2009; 久保ほか, 1993; 松浦ほか, 

2007; 斎藤ほか, 2010; 寺岡ほか, 1981). 地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 

Fig. 7. Distribution of ignimbrite derived from the Aso-4 eruption (Hoshizumi et al. 2004, 2015; Ishizuka et al. 

2009; Kubo et al., 1993; Matsuura et al. 2007; Saito et al. 2010; Teraoka et al., 1981). The Geospatial Information 

Authority of Japan (GSI) Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 8． 阿蘇 3 噴火の火砕流堆積物の分布 (星住ほか, 2004, 2015; 石塚ほか, 2009; 斎藤ほか, 2010). 地形図は

地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用. 

Fig. 8. Distribution of ignimbrite derived from the Aso-3 eruption (Hoshizumi et al., 2004, 2015; Ishizuka et al., 

2009; Saito et al., 2010). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  
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3-7. 姶良-入戸噴火 (VEI=7) 

九州南部の姶良カルデラでは，約 30 cal ka に大隅降下軽石，妻屋火砕流，入戸火砕流が発生

し，九州南部地域に広く火砕流堆積物が分布している （図 9; 横山, 1970; Aramaki, 1984; 町田・

新井, 2003; 長岡ほか, 2001）．噴火に伴う降下テフラ (姶良 Tn テフラ) は，本州以南や周辺海域

に広くに分布しており，国内のよい鍵層となっている （町田・新井, 2003; 長岡ほか, 2001; Smith 

et al., 2013）.  この噴火の噴出量は，全体で 450 km3 以上と見積もられている （VEI=7; 町田・新

井, 2003）．最近では，火砕流堆積物の分布・層厚のより詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，

500〜600 km3  (宝田ほか, 2017) という推定値が得られている．噴火年代は，水月湖の降下テフ

ラの検討から，29,428-30,148 cal BP (Smith et al., 2013) という年代値が得られている．入戸火砕

流堆積物の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「鹿児島」 （宇都ほか, 1997），「宮崎」 （斎藤ほか, 

1997），「八代」 （斎藤ほか, 2010），「延岡」 （寺岡ほか，1981) を参照し，編集の上作成している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 9． 姶良-入戸噴火の火砕流堆積物の分布 (宇都ほか, 1997; 斎藤ほか, 1997; 川辺ほか, 2004; 斎藤ほか, 

2010; 寺岡ほか, 1981). 地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 

Fig. 9. Distribution of ignimbrite derived from the Aira-Ito eruption (Uto et al., 1997; Saito et al., 1997; Kawanabe 

et al., 2004; Saito et al., 2010; Teraoka et al., 1981). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

3-8．鬼界-幸屋噴火 (VEI=7) 

九州南方海域の鬼界カルデラでは，約 7.3 cal ka に幸屋(竹島)火砕流が発生し，九州南部，種

子島，屋久島，竹島，薩摩硫黄島等に火砕流堆積物が分布している （図 10; Maeno and 

Taniguchi, 2007, 2009; 宇井, 1973; Ui et al., 1989; 下司, 2009; 町田・新井, 2003）. 噴火に伴う

降下テフラ (鬼界アカホヤテフラ) は，西日本・中部地域や周辺海域に広く分布している （町田・

新井, 1978, 2003）. この噴火の噴出量は，幸屋火砕流堆積物が 30-40 km3 (Maeno and 

Taniguchi, 2007), 鬼界アカホヤテフラが約 100 km3 以上（町田・新井, 1978, 2003），全体で 130

〜140 km3 以上と見積もられている （VEI=7）．噴火年代は，水月湖のコアの年縞計測から，噴火

年代は，水月湖のコアの年縞計測から，7,325 BP (福沢, 1995) と 7,165-7,303 cal BP (Smith et 

al. 2013) の年代値が得られており，約 7.3 cal ka としておく．幸屋火砕流堆積物の分布図は，20
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万分の 1 地質図幅「開聞岳及び黒島の一部」（川辺ほか, 2004）や「屋久島」（斎藤ほか，2007）を

参照し，編集の上作成している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 10．鬼界-幸屋噴火の火砕流堆積物の分布 (川辺ほか, 2004; 斎藤ほか, 2007). 地形図は地理院地図 WMTS

版の淡色地図を利用． 

Fig. 10. Distribution of ignimbrite derived from the Kikai-Koya eruption (Kawanabe et al., 2004; Saito et al., 2007). 

The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

 

3-9. 鬼界-長瀬噴火 (VEI=7) 

九州南方海域の鬼界カルデラでは，約 95 ka に長瀬火砕流が発生し，九州南部，種子島，屋久

島，竹島，薩摩硫黄島等に火砕流堆積物が分布している （図 11; Nagaoka, 1988a; 長岡, 1988b; 

小野ほか, 1982; 町田・新井, 2003）. 噴火に伴う降下テフラ (鬼界葛原
とずらはら

テフラ) は，西日本・中部

地域や周辺海域に広く分布している （町田・新井, 2003; Nagaoka, 1988a）. この噴火の噴出量は，

全体で 150 km3 以上と見積もられている （VEI=7; 町田・新井, 2003）．噴火年代は，本質石英か

ら，76.9±7.1 ka と 101±12 ka の TL 年代値 (Takayama and Nishimura, 1986)，98±26 ka の FT

年代値 (檀原, 1995) が得られており，南関東での御嶽第 1 軽石層と阿蘇 4 降下テフラに挟まれ

ることなどから，約 95ka (町田・新井，2003) と考えられる．入戸火砕流堆積物の分布図は，5 万分

の 1 地質図幅「薩摩硫黄島の地質」 (小野ほか, 1982) や長岡(1988b)を参照し，編集の上作成し

ている．ただし，長岡(1988b)で示された九州南部，種子島，屋久島に分布する Ns-1, Ns-3 火砕サ

ージ堆積物の分布は示していない． 
 

3-10. 阿多噴火 (VEI=7) 

九州南部の阿多カルデラでは，約 108 ka に阿多火砕流が発生し，九州南部地域に火砕流堆

積物が分布している （図 12; Aramaki and Ui, 1966; 荒牧・宇井，1965; Suzuki and Ui, 1983; 町

田・新井, 2003）. 噴火に伴う降下テフラ (阿多テフラ) は，西日本や周辺海域に広く分布している 

（Nagaoka, 1988a; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で 250〜300 km3 以上と見積も

られている （VEI=7; 町田・新井, 2003）．噴火年代は，100±27 ka の FT 年代値 (檀原, 1995)と

108±3 ka の K-Ar 年代値（松本・宇井，1997）が得られており，105〜110 ka 頃 (町田・新井，
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2003)と考えられる．ここでは，松本・宇井 (1997) の K-Ar 年代値から，約 108 ka としておく．入戸

火砕流堆積物の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「開聞岳及び黒島の一部」（川辺ほか, 2004），

「鹿児島」（宇都ほか，1997），「宮崎」（斎藤ほか，1997），「八代」（斎藤ほか, 2010），Suzuki and Ui 

(1983)，鈴木・宇井 (1981)を参照し，編集の上作成している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11． 鬼界-長瀬噴火の火砕流堆積物の分布 (橙色の部分; 小野ほか, 1982; 長岡, 1998b). 地形図は地理院

地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 

Fig. 11. Distribution of ignimbrite derived from the Kikai-Nagase eruption (orange-colored area; Ono et al., 1982; 

Nagaoka, 1998b). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 12． 阿多噴火の火砕流堆積物の分布 (川辺ほか, 2004; 宇都ほか, 1997; 斎藤ほか, 1997; 鈴木・宇井, 1981). 

地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 

Fig. 12. Distribution of ignimbrite derived from the Ata eruption (Kawanabe et al., 2004; Uto et al., 1997; Saito et 

al., 1997; Suzuki and Ui, 1981, 1983). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  
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3-11．洞爺噴火 (VEI=7) 

北海道南西部の洞爺カルデラでは， 約 106 ka に洞爺火砕流が発生し，周辺地域に火砕流堆

積物が広く分布している （Goto et al., 2018; 町田・新井, 2003）. 噴火に伴う降下テフラ (洞爺テ

フラ; Toya) は，北海道全域，東北地方北部に広く分布している （図 13; 町田ほか, 1987; 町田・

新井, 2003）. この噴火の噴出量は，火砕流堆積物が 20 km3 以上，降下テフラが 150 km3 以上と

見積もられている （VEI=7; 石川ほか, 1969; 町田ほか, 1987）．最近では，火砕流堆積物の分布・

層厚のより詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，80〜160 km3  (宝田ほか, 2018) という推定

値が得られている．噴火年代は，海域の降下テフラの検討から，106 ka （海洋酸素同位体ステー

ジ 5d; 白井, 1997; Matsu’ura, 2014)，0.134±0.026〜0.103±0.030 Ma の TL 年代値 （高島ほ

か，1992） が得られており，約 106 ka と考えられる．洞爺火砕流堆積物の分布図は，20 万分の 1

地質図幅「室蘭」（石田ほか, 1983），「岩内 (第 2 版)」（石田ほか，1991），「札幌」（石田ほか，1980）

を参照し，編集の上作成している． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
図 13． 洞爺噴火の火砕流堆積物の分布 (石田ほか, 1980, 1983, 1991). 地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色

地図を利用． 

Fig. 13. Distribution of ignimbrite derived from the Toya eruption (Ishida et al., 1980, 1983, 1991). The GSI Tile 

Map (light-colored map) is used as base map.  

 

 

3−12．支笏 4.6 万年前噴火 (VEI=7) 

北海道南西部の支笏カルデラでは， 約 46 cal ka に支笏火砕流が発生し，周辺地域に火砕流堆

積物が広く分布している （図 14; 中川ほか, 2018; 山縣, 1994; 町田・新井, 2003）. 噴火に伴う

降下テフラ (支笏第 1 テフラ; Spfa-1) は，北海道及び周辺海域に広く分布している （山縣, 1994; 

町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で約 300 km3と見積もられている （VEI=7; Machida 

1999; 町田・新井, 2003）．最近，より詳細な火砕流堆積物の分布見積りにより，火砕流堆積物の

体積は150 km3, 降下テフラの体積は200〜240 km3という推定結果が得られている （山元, 2016）. 

噴火年代は，45,105-46,560 cal BP の年代値が得られている (Uesawa et al.，2016)．支笏火砕流

堆積物の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「札幌」（石田ほか，1980），「岩内 (第 2 版)」（石田ほ

か，1991），「苫小牧」(佐藤ほか，1972) を参照し，編集の上作成している． 
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図 14． 支笏 4 万 6 千年前噴火の火砕流堆積物の分布 (石田ほか, 1980, 1991; 佐藤ほか, 1972). 地形図は地

理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 
Fig. 14. Distribution of ignimbrite derived from the Shikotsu 46 cal ka eruption (Ishida et al., 1980, 1991; Satoh et 

al., 1972). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

3-13．屈斜路 I 噴火 (VEI=7) 

北海道東部の屈斜路カルデラでは， 約 40 cal ka に屈斜路火砕流 I が発生し，北海道東部地

域に火砕流堆積物が広く分布している （図 15; 勝井・佐藤, 1963; Hasegawa et al. 2012; 町田・

新井, 2003）. 噴火に伴う降下テフラ (屈斜路庶路テフラ; Kc-Sr) は，北海道東部及び東方の海

域に広く分布している （奥村, 1991; Machida, 1999; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，

全体で 100 km3 (町田・新井, 2003)，125 km3 （Hasegawa et al., 2016） と見積もられている 

（VEI=7）．最近，火砕流堆積物の分布・層厚の詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，95〜180 

km3 の推定値が得られている（宝田ほか, 2018）．噴火年代は，40,027±1059, 40,226±1051 cal 

BP の 14C 年代値が得られており (山元ほか，2010)，約 40 cal ka としておく．屈斜路火砕流堆積物

I の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「斜里」（佐藤ほか，1970），「網走」（佐藤・三梨,1970）を参照

し，編集の上作成している． 20 万分の 1 地質図幅では，カルデラの北部域にのみ分布が示され

ているが，カルデラの南部域にも火砕流堆積物の分布が見られる． 

 

3-14．屈斜路 IV 噴火 (VEI=7) 

北海道東部の屈斜路カルデラでは，約 120 ka に屈斜路 IV 火砕流が発生し，北海道東部地域

に火砕流堆積物が広く分布している （図 16; 勝井・佐藤, 1963; Hasegawa et al. 2016; 町田・新

井, 2003）. 噴火に伴う降下テフラ (屈斜路羽幌テフラ; Kc-Hb) は，北海道及び東方の海域に広

く分布している （奥村, 1991; Machida, 1999; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で

150 km3 以上（町田・新井, 2003），175 km3 (Hasegawa et al. 2012, 2016) と見積もられている
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（VEI=7）．最近，火砕流堆積物の分布・層厚の詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，320〜

660 km3 の推定値が得られている （宝田ほか, 2018）．噴火年代は，他のテフラとの層序や段丘面

の検討などから，115〜120ka (町田・新井, 2003; Hasegawa, 2012, 2016)と考えられている．ここで

は，Hasegawa (2016)に従い，約 120 ka としておく．屈斜路 IV 火砕流堆積物の分布図は，20 万分

の 1 地質図幅 「斜里」 （佐藤ほか，1970），「網走」 （佐藤・三梨, 1970），「北見」 （山口, 1970）, 

「紋別」 (佐藤・山口, 1984), 「標津」 (佐藤ほか, 1971)，「釧路」 (佐藤ほか，1976) を参照し，編

集の上作成している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 15． 屈斜路 I 噴火の火砕流堆積物の分布 (佐藤ほか, 1970; 佐藤・三梨, 1970). 地形図は地理院地図 WMTS

版の淡色地図を利用． 
Fig. 15. Distribution of ignimbrite derived from the Kutcharo I eruption (Satoh et al., 1970; Satoh and Mitsunashi, 

1970). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map.  

 

 

3-15．クラカタウ 1883 年噴火 (VEI=6) 

インドネシアのスンダ海峡に位置するクラカタウカルデラでは，西暦 1883 年の噴火で火砕流が

発生し，島嶼部や対岸のスマトラ島やジャワ島の海岸沿いに火砕流堆積物が分布している （図

17; Verbeek, 1884, 1885; Simkin and Fiske, 1983; Francis, 1985; Carey et al., 1996）．噴火に伴う

降下テフラは，北西，南西方向に広がり，スマトラ島南東部やジャワ島西部などに広く分布している

（Verbeek, 1885; Fiske and Simkin, 1983）. この噴火では，火砕流により 2,000 人，降下テフラによ

り 34,417 人，合計約 36,417 人が犠牲となっている （Takarada et al., 2016; Siebert et al., 2010）. 

この噴火の噴出量は，18 km3 (Verbeek, 1984, 1985), 18-21 km3 (Self and Rampino, 1981) と見積

もられている （VEI=6）．火砕流堆積物の分布図は，Self and Rampino (1981)，Carey et al. (1996)，

Verbeek (1985) の分布を参考に，編集の上陸域の分布を示している． 
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図 16． 屈斜路 IV 噴火の火砕流堆積物の分布 (佐藤ほか, 1970, 1971, 1976; 佐藤・三梨, 1970; 山口, 1970; 佐

藤・山口, 1984). 地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用． 
Fig. 16. Distribution of ignimbrite derived from the Kutcharo IV eruption (Satoh et al., 1970, 1971, 1976; Satoh 

and Mitsunashi, 1970; Yamaguchi, 1970; Satoh and Yamaguchi, 1984). The GSI Tile Map (light-colored map) is 

used as base map.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 17． クラカタウ 1883 年噴火の火砕流堆積物の分布 (Self and Rampino, 1981; Carey et al., 1996; Verbeek, 

1885). 地形図は ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 17. Distribution of ignimbrite derived from the Krakatau 1883AD eruption (Self and Rampino, 1981; Carey et 

al., 1996; Verbeek, 1885). Base map provided by the ArcGIS software is used. 
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3-16. バツール 2.9 万年前噴火 (VEI=6) 

インドネシアバリ島のバツール火山では，約 29 ka にデイサイト質の Ubud 火砕流が発生し，

主に火山体の南，南西方向に火砕流堆積物が広く分布している (図 18; Reubi and Nichoils, 

2004, 2005; Sutawidjaja, 2009; Sutawidjaja et al., 2015; Wheller and Varne, 1986)．火砕流に

伴う降下テフラは，広域テフラとして広く分布している （Machida, 2002）. Ubud 火砕流堆積物

の体積は，約 84 km3 (Sutawidjaja, 2009) と見積もられている．噴出年代として，29,300 yBP の
14C 年代値が得られている． 火砕流堆積物の分布図は，Sutawidjaja et al. (2015), Reubi and 

Nicholls (2004) を参照し，編集の上作成している. 

 

3-17. バツール 2 万年前噴火 (VEI=6) 

インドネシアバリ島のバツール火山では，約 20 ka にデイサイト質の Gunungkawi 火砕流が

発生し，南西方向に流れ下っている (図 18; Reubi and Nichoils, 2004, 2005; Sutawidjaja, 

2009; Sutawidjaja et al., 2015; Wheller and Varne, 1986)．火砕流に伴う降下テフラは，広域テ

フラとして広く分布している （Machida, 2002）. Gunungkawi火砕流堆積物の体積は，約19 km3 

(Sutawidjaja et al., 2015) と見積もられている．噴出年代として，20,150 yBP (Sutawidjaja, 

2009) の 14C 年代値が得られている．火砕流堆積物の分布図は，Sutawidjaja et al. (2015), 

Reubi and Nicholls (2004) を参照し，編集の上作成している. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18． バツール 29 ka 噴火の Ubud 火砕流堆積物及びバツール 20 ka 噴火の Gunungkawi 火砕流堆積物の分

布 (Sutawidjaja et al., 2015; Reubi and Nichoils, 2004). 地形図は ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 18. Distributions of the Udud ignimbrite derived from the Batur 29 ka eruption and the Gunungkawi ignimbrite 

derived from the Batur 20 ka eruption (Sutawidjaja et al., 2015; Reubi and Nichoils, 2004). Base map provided by 

the ArcGIS software is used. 
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3-18．ラバウル 7 世紀噴火 (VEI=6) 

パプアニューギニアのニューブリテン島に位置するラバウルカルデラでは，7 世紀の西暦 681〜

684 年頃の噴火でラバウル火砕流が発生し，火山周辺に火砕流堆積物が分布している （図 19; 

Heming, 1974; Nairn et al., 1995; McKee et al., 1985; Walker et al., 1981）．噴火に伴う降下テフ

ラは，ニューブリテン島北部に広く分布している （Walker, 1981）. この噴火の噴出量は，11 km3 

以上 (Walker et al., 1981) と見積もられている （VEI=6）．噴火年代は，14C 年代測定の平均か

ら，1380±34 年前の値が得られており，14C ウイグルマッチング等から，西暦 681〜684 年頃であ

った (McKee et al., 2015) と考えられている．火砕流堆積物の分布図は，Walker et al. (1981) の

層厚分布図，Nairn et al. (1995) の柱状図等を参考に，編集の上陸域の分布を示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19． ラバウル 7 世紀噴火の火砕流堆積物の分布 (Walker et al., 1981; Nairn et al., 1995). 地形図は ArcGIS

のベースマップを利用．  
Fig. 19. Distribution of ignimbrite derived from the Rabaul 7c eruption (Walker et al., 1981; Nairn et al., 1995). 

Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

3-19．ウィトリ-キンベ 2 噴火 (VEI=6) 

パプアニューギニア，ニューブリテン島中央部のウィトリカルデラ (後カルデラ: パゴ火山) では，

約 3.3 ka にウィトリ-キンベ 2 (W-K2) 噴火が発生し，カルデラの周囲に火砕流堆積物が分布して

いる (図 20; Machida et al., 1996; McKee et al., 2011; Bleeker and Perfitt, 1974). この噴火に伴

う降下テフラは，ニューブリテン島中央部から西部に広く分布している (Machida et al., 1996; 

McKee et al., 2011). この噴火の噴出量は，約 30 km3 と見積もられている (VEI=6; Machida et al., 

1996; McKee et al., 2011). この他にも,ウィトリカルデラでは，ウィトリ-キンベ 1 (W-K1; 約 5.6 ka; 

10 km3)，ウィトリ-キンベ 3 (W-K3; 約 1.8 ka; 6〜10 km3), ウィトリ-キンベ 4 (W-K4; 約 1.3 ka; 6〜

10 km3), ウィトリ-ガリロ(W-G; 約 1.2 ka; 20 km3), ウィトリ-ホスキンス 1 (W-H3; 約 0.5 ka; 2 km3), 

ウィトリ-ホスキンス 4 (W-H4; 約 0.4 ka; 2 km3), ウィトリ-ホスキンス 5 (W-H5; 約 0.25 ka; 2 km3), 

ウィトリ-ホスキンス 5 (W-H5; 約 0.15 ka; 2 km3) の噴火が確認されている (McKee et al., 2011)．
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W-K1, W-K3, W-K4, W-G の噴火による火砕流堆積物は，VEI=6 クラスの噴火によるものである

可能性が高いが，詳細な火砕流堆積物の分布が不明であるため，ここでは示していない．噴火年

代は，直下の土壌の 14C 年代から，約 3.3 ka (Machida et al., 1996) と考えられている．火砕流堆

積物の分布図は，Machida et al. (1996) の分布図，Bleeker and Parfitt (1974) の柱状図等を参考

に，編集の上陸域の分布を示している． 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 20． ウィトリ-キンベ 2 噴火の火砕流堆積物の分布 (Machida et al., 1996; McKee et al., 2011; Bleeker and 

Perfitt, 1974). 地形図は ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 20. Distribution of ignimbrite derived from the Witori-Kimbe2 eruption (Machida et al., 1996; McKee et al., 

2011; Bleeker and Perfitt, 1974). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

3-20．ピナツボ 1991 年噴火 (VEI=6) 

フィリピンのルソン島のピナツボ火山では，西暦 1991 年 6 月 3 日の噴火で火砕流が発生し，火

山周辺に火砕流堆積物が分布している （図 21; Walfe and Hoblitt, 1996; Scott et al., 1996）．噴

火に伴う降下テフラは，ルソン島中央部や周辺海域に広く分布した（Wolfe and Hoblitt, 1996; 

Paladio-Melosantos et al., 1996; Koyaguchi and Tokuno, 1993; Koyaguchi, 1996）. この噴火の噴

出量は，火砕流堆積物が 5.5±0.5 km3 （Scott et al., 1996）, 降下テフラが 3.4〜4.8 km3 (Paladio-

Melosantos et al., 1996), 4.4〜25 km3 (Koyaguchi et al, 1996) と見積もられている（VEI=6）．火砕

流堆積物の分布図は，Torres et al. (1996), Scott et al. (1996) の分布図を参考に，編集の上陸域

の分布を示している． 

 

3-21．ウルルン-隠岐噴火 (VEI=6)  

韓国東方沖のウルルン火山では，約 10 cal ka の噴火で火砕流が発生し，火山周辺に火砕流堆

積物が分布している （図 22; 町田ほか, 1984）．噴火に伴うアルカリ岩質の降下テフラ （ウルルン

-隠岐テフラ; U-Oki） は，南東方向に広がり，日本海や近畿，中部地方に分布している (町田・新

井, 2003; 町田ほか，1984; Machida and Arai, 1983; Lim et al., 2014; Machida, 1999; 新井ほか, 

1981; Park et al. 2007）. 本噴火の噴出量は，全体で約 10 km3 以上と見積もられている (VEI=6; 

町田・新井, 2003)．噴火年代は，水月湖の年縞同定，年縞計数等から，10,177-10,255 cal BP 

（Smith et al., 2013) と考えられている．火砕流堆積物の分布は，町田ほか (1984) に示されたカ
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ルデラ北西部の分布を示している．しかし，噴火規模から考えて，噴火時はウルルン島を広く覆っ

ていたと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 21． ピナツボ火山 1991 年噴火の火砕流堆積物の分布 (Torres et al., 1996; Scott et al., 1996). 地形図は

ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 21. Distribution of ignimbrite derived from the Pinatubo 1991AD eruption (Torres et al., 1996; Scott et al., 

1996). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 22． ウルルン-隠岐噴火の火砕流堆積物の分布 (町田ほか，1984).  地形図は ArcGIS のベースマップを利

用．  
Fig. 22. Distribution of ignimbrite derived from the Ulleung-Oki eruption (Machida et al., 1984). Base map provided 

by the ArcGIS software is used. 
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3-22．摩周 7.5 ka 噴火 (VEI=6) 

北海道東部の摩周火山では，約 7.5 cal ka の噴火で火砕流が発生し，火山周辺に火砕流堆積

物 (Ma-f) が分布している （図 23; Katsui, 1963; Katsui et al., 1975; 勝井・佐藤, 1963; 勝井, 

1955）．噴火に伴う摩周降下火山灰 j (Ma-j)，摩周降下軽石 i (Ma-i)，摩周降下軽石 h (Ma-h)，摩

周降下軽石 g (Ma-g) は，東南東〜南東方向に広がり，北海道東部に広く分布している (岸本ほ

か，2009; Katsui, 1963; Katsui et al., 1975）. これらのうち，Ma-j は成層しており，複数回のイベン

ト堆積物である可能性も指摘されている (山元ほか，2010)．本噴火の噴出量は，Ma-j が 0.7 km3, 

Ma-i が 4.0 km3, Ma-h が 1.0 km3, Ma-g が 3.2 km3, Ma-f が 9.7 km3，合計約 18.6 km3 と見積もら

れている (VEI=6; 岸本ほか，2009)．摩周火砕流堆積物 (Ma-f) の噴火年代値として，6,460±

130 yBP 及び 7,190±230 yBP (勝井・佐藤，1963)，6,510±70 yBP 及び 6,730±60 yBP (山元ほ

か, 2010)の 14C 年代値が得られており，約 7.5 cal ka と考えられる．火砕流堆積物の分布は，佐藤

ほか (1970), Katsui (1963), Katsui et al. (1975) の分布図を参考に，編集の上分布域を示してい

る． 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 23． 摩周 7.5 ka 噴火の火砕流堆積物の分布 (佐藤ほか, 1970; Katsui, 1963; Katsui et al., 1975). 地形図は

ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 23. Distribution of ignimbrite derived from the Mashu 7.5 ka eruption (Satoh et al., 1970; Katsui, 1963; Katsui 

et al., 1975). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

3-23．濁川 14.6 ka 噴火 (VEI=6) 

 北海道南西部の濁川カルデラでは，約 14.6 cal ka に濁川火砕流が発生し，カルデラ周辺域に

火砕流堆積物が分布している (図 24; 黒墨・土井, 2003; 柳井ほか, 1992; 安藤, 1983)．下位に

は，火砕サージ堆積物や降下堆積物がみられる (柳井ほか, 1992; 名越, 1994)．火砕流に伴う降

下テフラは，東方向に分布しており，海底テフラも見られる (黒墨・土井, 2003; 青木・大串, 2006; 

町田・新井, 2003)．この噴火の噴出量は，柳井ほか (1992) は，降下テフラの体積が 8.7 km3，陸

上部分の火砕流堆積物が 2.2 km3，合計約 10.9 km3 と見積もっている．海底に流入した火砕流堆

積物の噴出量は不明であるが，総噴出量は，10〜15 km3 程度であると考えられる (VEI=6)．黒墨・

土井 (2003) は，多数のボーリングコアの解析などから，カルデラの内部構造を詳細に調べ，基盤
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岩の約７0 vol% 以上が本質物質と共にカルデラ外に放出され，30 vol% 以下がカルデラ内にフォ

ールバックし，カルデラから噴出した本質物質量は約 4 km3 (DRE) 以上と推定している．噴火年代

は，14C年代値として，12,090±190 yBPと12,270±190 yBPの値が得られている (柳井ほか, 1992)．

下北半島沖の海底コア中の濁川テフラ層の上下の浮遊性有孔虫の 14C 年代値から，14.6 cal ka

の値が報告されている (青木・大串, 2006)．火砕流堆積物の分布図は，黒墨・土井 (2003)，柳井

ほか (1992), 安藤 (1983) を参照し，編集の上作成している． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24． 濁川 14.6 ka 噴火の火砕流堆積物の分布 (黒墨・土井, 2003; 柳井ほか, 1992; 安藤, 1983).  地形図

は ArcGIS のベースマップを利用．  
Fig. 24. Distribution of ignimbrite derived from the Nigorikawa 14.6 ka eruption (Kurozumi and Doi, 2003; Yanai et 

al., 1992; Ando, 1983). Base map provided by the ArcGIS software is used. 

 

3-24．十和田-八戸噴火 (VEI=6) 

東北地方北部の十和田カルデラでは，約 15.5 cal ka に十和田八戸火砕流が発生し，周辺地域

に火砕流堆積物が広く分布している （図 25; 早川, 1983; Hayakawa, 1985; 町田・新井, 2003; 工

藤, 2005）. 噴火に伴う降下テフラ (十和田八戸テフラ; To-HP) は，東北東方向に広がり，東北北

部地域に広く分布している （早川, 1983; Hayakawa, 1985; 町田・新井, 2003; 工藤, 2005）. この

噴火の噴出量は，全体で 56 km3 （Hayakawa, 1985）と見積もられている （VEI=6）．最近では，火

砕流堆積物の分布・層厚のより詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，27〜56 km3 (DRE 換算

で 13〜27 km3; 宝田ほか, 2017) という推定値が得られている．噴火年代は，14C 年代と年輪の検

討等から 15,363〜15,679 cal BP (Horiuchi et al., 2007) と考えられている．十和田八戸火砕流堆

積物の分布図は，20 万分の 1 地質図幅「青森 (第 2 版)」 （大沢ほか，1993），「弘前及び深浦」 

（大沢・須田, 1978），「野辺地」 （対馬, 1964）, 「八戸」 （鎌田ほか, 1991） を参照し，編集の上

作成している． 
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図 25． 十和田-八戸噴火の火砕流堆積物の分布 (大沢・須田, 1973; 大沢ほか, 1993; 鎌田ほか, 1991; 対馬, 

1964). 地形図は地理院地図 WMTS 版の淡色地図を利用．  
Fig. 25. Distribution of ignimbrite derived from the Towada-Hachinohe eruption (Osawa and Suda, 1978; Osawa et 

al., 1993; Kamata et al., 1991; Tsushima, 1964). The GSI Tile Map (light-colored map) is used as base map. 

 

4. GIS データ 

本研究資料集には，火砕流堆積物の GIS データが登録されている．GIS データには，別

添のエクセル表に示した各火砕流堆積物の詳細情報（火山名，イベント名，噴火年代，VEI, 
地域，火砕流についての文献情報，火砕流に伴う降下テフラの文献情報，年代値の文献情報，

体積についての文献情報）が，英語と日本語で埋め込まれている．火砕流に関する文献情報

では，火砕流の分布を描くために参照した文献の他，火砕流を噴出した火山の地質や噴火履

歴，研究内容に関する文献などが示されている．GIS ソフト上で各ポリゴンの情報表示を

行うことで，各火砕流堆積物の詳細情報を表示することができる．日本語の文字コードは

UTF-8 を使用している．座標系は WGS1984 (EPSG 4326) を与えている．拡張子ごとの各

ファイルの内容を表 2 に示した．GIS データとエクセル表中の R, G, B は，火砕流堆積物

の時代，岩相で区分した RGB 値を示している． 
 

表 2. 拡張子とファイル内容 
Table 2. Explanation of file extensions  

 
拡張子 説明 

.shp 火砕流堆積物分布図の本体となるファイル 

.shx 火砕流堆積物分布図に関するインデックス情報を格納するファイル 

.prj 
座標系情報を格納するファイル 

.qpj 

.dbf 火砕流堆積物の属性情報を格納するテーブルファイル 
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.cpg 文字コードの識別コードページ指定ファイル 

 

5．引用・免責事項 

本 GIS データを出版物や Web サイト等で利用される場合は，適切な引用をお願いしま

す．引用例やライセンス，免責事項については以下を参照してください． 
 
引用例：宝田晋治 (2019) 東・東南アジア地域の大規模火砕流堆積物の分布 -G-EVER ア
ジア太平洋地域地震火山ハザード情報システムデータ 3/7 -．産総研地質調査総合センター

研究資料集，no. 683，産総研地質調査総合センター，p. 1-30.  
 

ライセンス: 政府標準利用規約（第 2.0 版）(https://www.gsj.jp/license/)が適用されます． 
 
免責: 産業技術総合研究所地質調査総合センターは，本データの利用によって生じたいかな

る損害にも責任を負いかねます．あくまでも，利用者の自己責任においてご利用下さい． 
 
連絡先: 産業技術総合研究所活断層・火山研究部門 宝田晋治 (s-takarada@aist.go.jp) 
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